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製品・システムの概要

先進性についての説明

https://www.fujielectric.co.jp/products/energy/fuelcell/index.html

長時間連続運転、高耐久、多様な発電容量への対応を実現した水素燃料電池発電システムです。
CO2 を出さずに電気と熱を生み出し脱炭素社会の実現に貢献できます。
余剰な副生水素を燃料として発電することにより、買電量を省エネ化できます。発電時に発生す
る熱を排熱回収することで温水を供給できます。既存の温水ボイラーやコージェネレーションな
どを更新して省エネ化に寄与できるシステムです。未利用の副生水素を活用することで、高い省
エネ率を達成できます。登録設備情報の導入事例の省エネ量は、余剰な副生水素を燃料とした場
合の算出結果である。
【特長】
・定格出力180 kWで最大360 kWまで拡張可能です。
　更に360 kWシステムを組み合わせてMWクラスへ拡張可能な水素燃料電池システムです。
・独自の制御技術で長時間連続運転と高耐久・長寿命化を実現しました。
・低発電出力でも高い発電効率を維持します。
・車載用燃料電池（FC）モジュール、太陽光パワーコンディショナ（PCS）、電気・制御機器な
どの汎用機器を活用することで、導入コストと故障リスクを低減します。

導入可能な主な業種・分野

連絡先

富士電機株式会社　エネルギー事業本部　開発統括部　発電機器開発センター
044-329-2296

導入対象となる分野・プロセス

347.4

11.6

①本製品は燃料電池車向けに量産された燃料電池モジュールを複数台活用し、独自の特許技術に
よる高耐久制御により、システムとして一定出力での長期連続運転を可能としております。
②本製品は燃料電池車向けに確立された燃料電池モジュールの技術を定置用に応用することで、
安価で、信頼性が高く、メンテナンス性にも優れる製品となっております。
③本製品は苛性ソーダ電解やカリ電解などのプロセスで発生する副生水素を燃料として活用する
ことができます。

E.製造業 F.電気・ガス・熱供給・水道業 G.情報通信業

https://www.fujielectric.co.jp/

導入事例の省エネ量（原油換算：kl）

富士電機株式会社

水素燃料電池コージェネレーションシステム

〒141-0032 東京都品川区大崎一丁目11番2号 ゲートシティ大崎イーストタワー

苛性ソーダ工場、副生水素発生プロセス、水素供給プロセス

HFP

エネルギー負荷設備(本体設備)

保守・メンテナンス等の年間ランニング費用 20,000,000

工場・事業場当たりの想定省エネ率 ―

導入事例における費用対効果（年間）

300,000,000１台又は１式当たりの想定導入価格（参考）

278.0設備・システム当たりの想定省エネ率



製品・システムの概要・イメージ図

導入事例の概要・イメージ図

業種・分野 化学工場 対象設備・プロセス 苛性ソーダ電解やカリ電解など

排熱回収ユニット


